
県立岡山御津高等学校の改編について 
１ 趣旨 
平成 17 年度の再編整備により総合学科に改編し、多様な生徒の持つ様々な能力・ 

適性等に対応すべく、進学から就職までの多様な進路実現に向けて教育活動を展開
してきた。令和４年度からは、県教委が定めたスクール・ ミッションに基づき、不
登校経験者の受入も明確に打ち出し、多様な学習ニーズに応える教育活動を展開す
ることで、志願者数が大幅に増加した。 
こうした状況の中、本県においては不登校経験者が急増していることを踏まえ、
令和７年度から、多様な学習ニーズに対応する一つの手段として、全日制高校に在
籍したまま、一部の科目を他校の通信制課程で単位修得できる制度を活用すること
で、不登校経験者が全日制高校を卒業しやすくなる仕組み・ フレックス制）を設け
るとともに、不登校経験者を対象とした新たな入学者選抜制度を導入する。 
ついては、岡山御津高校において、令和７年度から、新たなスクール・ ミッショ
ンに基づき、不登校経験者を含む多様な生徒の学習ニーズへの対応が可能となるよ
う、上記制度も活用して機能強化を図る。これにより、多様な価値観を持った生徒
が、ともに学び、互いを尊重しながら自己の伸長を図るとともに、他者と協働して

社会に貢献できる人材を育成する新しいタイプの学校を目指す。 

２ 改編の概要・ 

 ２年次から２系列を展開
 １人１台端末の活用
 文科省事業による支援する生徒指導の充実
 通級指導による支援の充実
 「学校生活サポートルーム」でのカウンセリング機能の強化
　　≪対象：在校生、中学生及びその保護者等≫
 「みつカフェ」での多様な生徒の居場所づくり
　　≪対象：在校生徒≫

【現行】の取組に加えて、

 多様な学習ニーズにより一層対応するため、２年次からの系列を５つ
に再整理
 全日制高校への進学を目指している不登校経験者を受け入れることか
ら、岡山御津高校において新たな入学者選抜制度を実施
 同制度で入学した生徒は、岡山御津高校に在籍したまま一部の科目を
通信教育で履修
 教育支援センターの設置　≪対象：県内中学生≫※令和６年度から

 岡山御津高校
において、他校
からの転学要件
を緩和
※令和６年度から
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３ 改編の具体 

(1)・令和７年度入学者選抜より、特別入学者選抜と同時期に、全日制高校への進学

を目指している不登校経験者を対象とした入学者選抜・ フレックス制に係る入

学者選抜）を実施する。 

 

 

(2)・令和６年度に、校内に県内中学生を対象とした教育支援センターを設置し、同

室に通室する中学生が、高校生活のイメージを具体的に持ち、学習しながら落

ち着いて生活できる・「新たな居場所」にするとともに、岡山御津高校の生徒と

の交流を深める。 

 

(3)・令和６年度以降、岡山御津高校において、他校からの転学要件を緩和する。 

  

  

２月入試 ３月入試
【現行】

【令和７年度入試のイメージ】

〇選抜等の概要
　 学力検査はなく、志望理由書及び面接により選抜
　 調査書の提出は必要だが、選抜資料ではなく参考資料として使用
　 フレックス制に係る入学者選抜での受検を希望する場合、事前の学校説明会への
　　参加が必要

〇第２志望の可否
可 不可

第１志望 フレックス 特別
第２志望 特別 フレックス

〇フレックス制に係る入学者選抜を経ての入学

　　 ＜履修イメージ＞
１年次 ２年次 ３年次

特別

80%

※第１志望をフレックス制に係る入学者選抜、
第２志望を特別入学者選抜とした場合、特別入
学者選抜の学力検査の受検が必須

一般

20%

特別 ※定員が充
足していな
い場合は、
一般を実施

　 岡山御津高校では、希望する生徒が登校し通信教育に係る質問や学習支援等を受けら
　　れるよう体制を構築

80%

フレックス

20%

　 岡山御津高校に在籍したまま、全通併修を活用し、岡山操山高校通信制課程の一部の
　　科目を履修 修得することが可能

通信

対面

 令和６年度入試にあてはめた場合）



スクール 
ミッション 

幅広い知識と教養を培い、多様な学習ニーズに応える高校として、
様々な学習形態等を活用し、一人一人の進路実現を支援するととも
に、地域等との連携により、将来を見据える視野や夢を実現させる力
を育む教育活動を通して、社会的 職業的に自立し、社会の発展に貢
献する人材の育成を目指す。 

  ※スクール ミッション：各高等学校の存在意義や社会的役割、目指すべき学校像 
 
【現行】 
学科等 
 学級数） 

キャリアデザイン科 
 ３学級） 

系列 特別進学 地域協働 

学習 
内容 

 特別進学系列、地域協働系列の 2つの系列から選択 
 特別進学系列は、国公立大学や私立大学への進学に必要な学力を育成する。 
 地域協働系列は、グローカルな視点で社会を捉え、ビジネスを通じ
て地域の未来を切り拓く資質 能力を身につけた人材を育成する。 
 基礎学力の定着を図る学習として、国数英のモジュール学習 各 30 分×５日）  
 人間関係形成力を高める学習として、ソーシャルスキルトレーニングを実施 １単位）  

進路  国公立大学、私立大学、短大、専門学校 
 公務員、企業等の就職 

 
【令和７年度から】 
学科等 
 学級数） 

キャリアデザイン科 
 ３学級） 

目標 

〇それぞれの違いを認め、共に学びともに生きることで、喜びを共有
し励まし合いながら、学校が楽しいと思える姿勢、考え方で生活す
る生徒を育成する。【ウェルビーイング】 
〇多くの選択科目の中から自分に必要な学びを選択し、主体的な学び
を通して自ら考え、常に自問できる姿勢をもつ生徒を育成する。 
【自律】 
〇地域をフィールドとした学習の場や多様な行事を通して、自他の良
さに気づき、互いの長所を伸ばそうとする生徒を育成する。 
【自尊と他尊】 

系列 特別進学 教養 自然 スポーツ ビジネス 情報 美術･デザイン 保育･福祉 

学習 
内容 

大学進学、
医療福祉系
の専門学校
への進学を
目指した学
び を 進 め
る。 

多様な選択
科目から得
意分野や進
路希望に応
じた学びを
進める。 
 

商業 情報
の基礎から
始め、総合
的な実践を
通して学び
を深める。 

美術、デザ
インのスキ
ルの習得や
感性の育成
を目指した
学びを進め
る。 

保育、福祉
科目の学び
を通して、
専門性を高
め自己適性
を 認 識 す
る。 

取得 
検定等 

日本漢字能力 
実用英語技能 
実用数学技能 

漢検、英検他 
ＰＣ関係検定 
各種プレゼン等 

日本語ワープロ 
情報処理技術 
文書デザイン他 

各種コンクール 家庭科保育技術 

進路 
国公立大学 
私立大 短大 
福祉看護系専 

就職 
専門学校 
私立大 短大 

就職 
情報系専 
私立大 短大 

国公立大学 
私立大 短大 
理美容等専 

就職 
福祉看護系専 
私立大 短大 

 
〇総合学科の特長を最大限に生かした科目選択 
５つの系列・ 総合選択科目群)に再整理し、産業社会と人間、進路ガイダンスな
どを通して自分の良さを理解し、将来の進路に最適な科目を選択できるよう履修
指導を充実させ、意欲的な学習姿勢で主体的な学びを生む。 

〇社会的自立を高めるための学びへの配慮 
中学段階での学習に不安のある生徒が安心して学べるよう１年次での国数英
のモジュール学習 各 30 分×５日）を継続する。 

〇学び方のバリエーションや配慮 
学習内容や生徒の特長に合わせて学び方を講義形式や協働的な学びの形式と
変化をつけ、主体的 対話的で深い学びになるよう工夫する。 

〇教科横断型の学びの促進 
地域を学びのフィールドとし、様々な題材を扱うことで学びの幅を広げ、教科
の学びと総合的な探究の時間の取組が有機的に結びつくような、授業展開を目指
す。 

〇発達支持的生徒指導 
生徒が自分で考え、自己決定することを尊重し、その過程を教職員が支援する
スタンスで、個と集団に働きかける。 



みんなのがんばりたい！を応援します！！みんなのがんばりたい！を応援します！！
岡山県教育委員会

ー令和７年度から に導入ー岡山御津高校

全通併修

すべての生徒が輝く
　　新しい学校を始めます！
すべての生徒が輝く
　　新しい学校を始めます！

岡山県教育委員会では、多様な価値観を持った生徒が、ともに学び、互いを尊重しながら自己の
伸長を図るとともに、他者と協働して社会に貢献できる人材を育成する新しいタイプの学校を、
令和７年度から岡山御津高校で始めます。

◉通信制で一部の科目の
　単位修得が可能

５つの系列
◉特別進学
◉教養・自然・スポーツ
◉ビジネス・情報
◉美術・デザイン
◉保育・福祉

教育支援センター
「My  Place」

◉岡山県内の中学生対象
◉生活や学習を支援

転学制度
◉他校からの転学
　要件を緩和

新しい入試制度
◉志望理由書と面接のみ
◉学力検査なし

岡山御津
高校

岡山御津
高校



１　全通併修
・令和７年度から、全日制高校への進学を目指している不登校傾向の中学生が全日制高校を卒業するこ
とを支援する仕組み（フレックス制）を導入します。
・入学後に、フレックス制で学習を進める生徒は、岡山御津高校に在籍したまま、岡山操山高校通信制
課程の一部の科目を履修し単位を修得（全通併修）していくようになります。
・通信制の学習についての質問や学習支援等を希望する場合は、岡山御津高校に登校し、支援等を受け
ることができます。

２　新しい入試制度
・入学後に、フレックス制で学習を進めたい生徒は、特別入学者選抜と同時に実施する新しい入試制度
「フレックス制に係る入学者選抜」に出願することができます。
・フレックス制に係る入学者選抜では、学力検査はなく、志望理由書及び面接により選抜されます。（調
査書は、参考資料として使用されます。）
・受検を希望する場合は、事前の学校説明会への参加が必要となります。
・フレックス制に係る入学者選抜を第１志望とした場合、特別入学者選抜を第２志望とすることができ
ます。その場合、特別入学者選抜の学力検査を受検する必要があります。
・募集比率は募集定員の20％の予定です。
・出願資格等の具体については、令和６年７月公表予定の「令和７年度岡山県立高等学校入学者選抜実
施大要」でお知らせします。

３　５つの系列
・入学後は、進路ガイダンスなどを通して、自分の良さを理解し、将来の進路に最適な科目を選択して
いきます。
・２年次から、①特別進学②教養・自然・スポーツ③ビジネス・情報④美術・デザイン⑤保育・福祉の
系列（選択科目群）から１つを選択するようになります。

４　転学制度
・他の高校（国公私立）に在籍していても、欠員があれば選考の上、転学が可能になります。
・総合学科以外の学科からも転学可能です。

５　教育支援センター「My Place」
・高校進学を目指しているが、様々な理由で登校できていない中学生のために、学習等をしながら落ち
着いて生活できる「新たな居場所」として教育支援センター「Ｍｙ Place」を設置します。
・原則火曜日から金曜日までの週４日間（祝日及び年末年始、長期休業中を除く）開所しており、時間
内であれば、自由に通所及び帰宅できます。

〈履修イメージ〉
１年次

通信
対面

２年次 ３年次

●２月入試 ●３月入試
【現行】

特別
80%

一般
20%

【令和７年度入試のイメージ】
特別
80%

フレックス
20% （令和６年度入試にあてはめた場合）

※定員が充足していない場合は、
　一般を実施

高校魅力化推進室　（０８６）２２６－７８２５　
人権教育・生徒指導課　（０８６）２２６－７５８９ ※教育支援センター「Ｍｙ Place」のみ

問い合わせ先


